
藤
沢
公
民
館
・
労
働
会
館
等

　
　
　
　
複
合
施
設
建
設
基
本
設
計 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ふ
じ
さ
わ
等

　

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う

介護予防のための正しい知識の普及啓発を図る

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

 　

 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
展
開

新
・
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン　

土
地
開
発
公
社
存
続
の
方
向
性
を
報
告

　
   

｜

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会

｜

補正予算

常任・特別委員会の動き
　

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
一
件
、
陳
情
二
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
全
て
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
新
し
い
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ

の
移
行
に
向
け
た
取
組
②
藤
沢

市
焼
却
施
設
整
備
基
本
構
想（
素

案
）
―
以
上
二
件
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
た
。

〇
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
へ
の
移
行
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　

  〈
市
の
説
明
〉

   

平
成
二
十
六
年
六
月
に
、
地

域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
二
十
七
年
四
月
に
介

護
保
険
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
は
、
二
〇
二
五
年
に

向
け
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
重
要
な
課
題
と
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
多
様
な

主
体
が
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
要
支

援
者
等
に
対
す
る
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
支
援
等
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
全
て
の
市
町
村
に

お
い
て
新
し
い
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

新
し
い
事
業
の
概
要
は
、
こ

れ
ま
で
の
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
要
支
援
者
に
対
す
る
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問

介
護
・
通
所
介
護
の
見
直
し
が

な
さ
れ
、
介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
と
一
般
介
護
予
防

か
ら
成
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
市

町
村
の
独
自
事
業
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
の
多
様

な
主
体
を
活
用
し
て
高
齢
者
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
象

者
は
①
二
十
八
年
十
月
以
降
に

要
支
援
認
定
を
受
け
た
人
②
二

十
八
年
九
月
末
ま
で
に
要
支
援

認
定
を
受
け
、
本
サ
ー
ビ
ス
を

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
た
人

③
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
に
該
当
し

た
人
―
以
上
三
点
の
市
民
が

該
当
す
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
①
こ

れ
ま
で
の
介
護
予
防
訪
問
介
護

相
当
で
、
身
体
介
護
及
び
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介

　

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

十
一
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、

藤
沢
市
行
財
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
審
査
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、「
新

・
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

平
成
二
十
七
年
度
進
捗
状
況
に

つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

〇
「
新
・
行
財
政
改
革
実
行
プ

ラ
ン
」
平
成
二
十
七
年
度
進
捗

状
況
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　
藤
沢
市
新
・
行
財
政
改
革
実

行
プ
ラ
ン
の
個
別
課
題
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
三

十
五
課
題
で
ス
タ
ー
ト
し
、
二

十
六
年
度
は
二
十
六
課
題
に
、

二
十
七
年
度
は
十
九
課
題
に
整

理
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
個
別
課
題
の
中
で
本
プ
ラ

ン
で
の
み
進
捗
管
理
が
さ
れ
て

い
る
藤
沢
市
土
地
開
発
公
社
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
二
十
五

年
度
か
ら
二
十
七
年
度
の
三
年

間
で
公
社
の
存
続
に
関
し
検
討

し
た
結
果
、
公
社
の
必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
財
務
の

健
全
性
を
お
お
む
ね
維
持
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
面
の

間
は
存
続
さ
せ
る
方
向
性
と
し

て
整
理
し
た
。

　

改
革
期
間
の
中
間
年
に
お
け

る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
振

り
返
り
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
全
庁
課
題
で
は
課
題
に

よ
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
も

の
と
課
題
が
残
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
個
別
課
題
で
は
、
十
九

課
題
の
う
ち
指
標
を
目
標
設
定

し
て
い
る
課
題
は
十
三
課
題
あ

り
、
そ
の
う
ち
九
課
題
が
目
標

を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
改
革
の
推

進
に
当
た
り
考
慮
す
べ
き
状
況

変
化
に
つ
い
て
は
、
①
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

等
の
推
進
な
ど
へ
の
対
応
②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
う 　

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
十

一
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
、
藤

沢
都
心
部
再
生
及
び
公
共
施
設

の
再
整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
藤

沢
駅
周
辺
地
区
再
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
、
藤
沢
市
現
新
館
・

朝
日
町
駐
車
場
整
備
計
画
、
藤

沢
公
民
館
・
労
働
会
館
等
複
合

施
設
建
設
基
本
設
計
（
中
間
報

告
）、
藤
が
岡
二
丁
目
地
区
再

整
備
基
本
構
想
（
中
間
報
告
）

及
び
藤
沢
市
公
共
建
築
物
長
寿

命
化
（
予
防
保
全
）
指
針
（
素

案
）
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

〇
藤
沢
公
民
館
・
労
働
会
館
等

複
合
施
設
建
設
基
本
設
計
（
中

間
報
告
）
に
つ
い
て

 　
〈
市
の
説
明
〉

　

本
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、

基
本
構
想
に
基
づ
き
検
討
を
進

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
③
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
合
理
的
配
慮
の
提
供
④
新
庁

舎
移
転
を
契
機
と
し
た
仕
事
の

仕
方
の
変
化
へ
の
対
応
⑤
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
向
け
た
業
務
の
増

加
及
び
都
市
基
盤
整
備
へ
の
対

応
⑥
二
〇
二
五
年
問
題
へ
の
対

応
、
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築

―
以
上
六
点

な
ど
が
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
変
化
を
捉

え
、
今
後
、
本
プ
ラ
ン
の
枠
組

み
の
中
で
推
進
を
図
る
必
要
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
課
題

と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

具
体
化
で
き
る
も
の
か
ら
、
全

庁
課
題
の
取
り
組
み
項
目
や
、

個
別
課
題
の
新
規
課
題
と
し
て

の
追
加
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

次
期
の
市
政
運
営
の
総
合
指
針

の
策
定
に
合
わ
せ
、
今
後
の
行

財
政
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

の
増
加
、
建
築
費
単
価
の
増
加

の
ほ
か
、
当
初
想
定
が
困
難
で

あ
っ
た
土
ど
め
及
び
解
体
工
事

等
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
二
十
八

年
度
に
設
計
施
工
一
括
発
注
を

行
い
、
実
施
設
計
、
解
体
、
本

体
工
事
等
に
順
次
着
手
し
、
三

十
一
年
度
の
供
用
開
始
を
予
定

す
る
。

護
の
必
要
な
方
に
は
、
窓
口
相

談
や
訪
問
な
ど
、
早
期
支
援
が

で
き
る
よ
う
臨
機
応
変
な
対
応

を
図
っ
て
い
る
。

質
問
　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ふ
じ
さ

わ
の
隣
に
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
ふ

じ
さ
わ
も
開
設
さ
れ
た
が
、
内

容
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
ふ
じ

さ
わ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
常
設
窓
口
と
し
て
開
設

し
て
い
る
。
生
活
保
護
の
受
給

者
を
初
め
、
児
童
扶
養
手
当
や

住
居
確
保
給
付
金
の
受
給
者
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ふ
じ
さ
わ
の
相

談
者
等
を
対
象
者
と
し
て
、
就

労
の
相
談
や
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。

　

実
績
と
し
て
は
、
二
十
六
年

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地

下
一
階
地
上
五
階
で
八
千
三
十

二
平
方
㍍
の
建
物
と
し
、
共
通

性
が
高
い
藤
沢
公
民
館
と
労
働

会
館
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
共

用
利
用
を
前
提
と
し
て
集
約
化

を
図
る
計
画
で
あ
る
。

　

各
フ
ロ
ア
に
つ
い
て
は
、
地

下
一
階
に
駐
車
場
及
び
駐
輪
場
、

防
災
倉
庫
、
福
祉
関
連
施
設
を

配
置
す
る
ほ
か
、
一
階
に
市
民

図
書
室
、
ホ
ー
ル
等
、
二
階
に

会
議
室
、
体
育
室
等
、
三
階
に

藤
沢
子
ど
も
の
家
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
保
育
室
等
、
四
階

に
若
年
者
就
労
支
援
事
業
ユ
ー

ス
ワ
ー
ク
ふ
じ
さ
わ
等
、
五
階

に
障
が
い
者
就
労
の
場
と
し
て

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
配
置
し
、
新

施
設
は
各
フ
ロ
ア
の
空
調
効
率

等
を
勘
案
し
て
、
光
庭
の
計
画

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
観
に
つ
い
て
は
、

一
部
曲
線
部
分
を
残
し
な
が
ら

周
辺
へ
の
圧
迫
感
を
低
減
す
る

な
ど
、
周
囲
の
環
境
に
配
慮
し
、

現
在
の
労
働
会
館
と
同
様
、
利

用
者
や
近
隣
住
民
に
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
今
後
も

検
討
を
進
め
る
。

　

整
備
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
基

本
設
計
の
中
間
段
階
に
お
い
て

積
算
し
た
概
算
事
業
費
は
五
十

四
億
八
千
七
百
二
十
七
万
円
で
、

藤
沢
市
公
共
施
設
再
整
備
プ
ラ

ン
と
の
差
額
は
、
約
九
億
八
千

七
百
二
十
七
万
円
、
増
加
率
は

二
一
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
必
要

機
能
の
追
加
に
よ
る
建
築
面
積

舎
内
の
生
活
援
護
課
に
隣
接
し

て
開
設
さ
れ
た
が
、
内
容
と
効

果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ふ
じ
さ

わ
に
つ
い
て
は
、
二
十
六
年
度

に
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開

設
さ
れ
、
二
十
七
年
度
か
ら
本

格
的
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

必
須
事
業
と
し
て
、
自
立
相
談

支
援
事
業
及
び
住
居
確
保
給
付

金
事
業
を
直
営
で
実
施
し
、
任

意
事
業
と
し
て
、
就
労
準
備
支

援
、
家
計
相
談
支
援
及
び
子
ど

も
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

効
果
と
し
て
は
、
生
活
保
護

制
度
に
該
当
し
な
い
方
で
も
、

支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
保

護
Ⅰ
②
こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防

訪
問
介
護
相
当
で
、
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
み
行
う
訪
問
介
護

Ⅱ
③
資
格
を
有
さ
な
い
者
が
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
④
保
健
・
医
療

の
専
門
職
に
よ
る
三
～
六
カ
月

の
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ

―

以
上
四
点
で
あ
る
。
ま
た
、
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
介
護
予
防
通
所
介
護
に

相
当
す
る
通
所
介
護
が
あ
る
。

　

一
般
介
護
予
防
は
、
介
護
予

防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
・
啓
発
等
と
と
も
に
、
高
齢

者
を
年
齢
や
心
身
の
状
況
等
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
る
こ
と
な
く
、

地
域
で
自
主
的
に
介
護
予
防
活

厚生環境

動
を
継
続
で
き
る
人
材
の
育
成

及
び
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
対
象
者
は
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
そ
の

支
援
活
動
に
か
か
わ
る
方
で
、

本
人
の
意
向
に
沿
っ
て
参
加
す

る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
①
介

護
予
防
普
及
啓
発
事
業
②
地
域

介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
③
地

　

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
十
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
四
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結

果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

〇
平
成
二
十
七
年
度
藤
沢
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

　

  〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問
　
平
成
二
十
六
年
度
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ふ
じ
さ
わ
が
市
庁

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

支
援
事
業

―
以
上
三
点
で
あ

る
。

　

今
後
は
市
民
・
関
係
機
関
等

へ
の
周
知
及
び
説
明
会
等
を
実

施
し
、
二
十
八
年
十
月
か
ら
事

業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
移

行
期
間
を
経
て
、
二
十
九
年
三

月
末
の
移
行
完
了
を
予
定
す
る
。

十
二
月
か
ら
の
開
設
後
四
カ
月

間
に
お
い
て
、
支
援
を
行
っ
た

百
二
十
六
人
の
う
ち
就
職
者
が

五
十
四
人
で
約
四
三
％
、
今
年

度
は
十
一
月
末
ま
で
の
実
績
と

し
て
、
支
援
を
行
っ
た
百
八
十

六
人
の
う
ち
、
約
六
三
％
に
当

た
る
百
十
八
人
の
方
が
就
労
に

至
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
生
活
保
護
の
受
給

者
で
就
労
が
可
能
な
方
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
紹
介
を
受
け
て

い
た
が
、
現
在
は
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
と
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
の
職

員
が
同
じ
フ
ロ
ア
に
お
い
て
密

接
な
や
り
と
り
が
で
き
る
た
め
、

寄
り
添
っ
た
形
で
の
き
め
細
や

か
な
支
援
が
で
き
る
効
果
が
あ

る
。

藤沢公民館・労働会館等複合施設完成イメージ

｜

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共

　

施
設
再
整
備
特
別
委
員
会

｜
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